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『編集』のオープン化が始まる

私事で恐縮だが、私は約25年間、編集の仕事をしている。テーマは、今で言うところの「IT」である。

その間、パソコンというものを知るにつけ、そのコンピューティングパワーは人々の作業時間を短縮させ、

結果、「プロとアマの境界」を曖昧にするだろうと予感した。また、インターネットというものを知ったとき

には、それがコミュニケーションにおける時間と距離を短縮させ、「個人と組織の境界」を曖昧にするに

違いないと予感した。そして多くの革新がもたらされた。

しかしその過程で、デジタル化の波に洗われ、変質または消滅していった職業も少なくない。たとえば、

文字入力業は現在ではほとんど存在しないし、ロットリングで線を引く光景も目にしない。また、マーケ

ティングの手法は一変しようとしている。私はあるとき、自分の職業である編集がデジタル化されるのはい

つなのか、という疑問を持った。88年くらいだっただろうか。このときの予測は、編集は複雑で感性に近

い領域の業務なので、人工知能でもできない限りそう簡単には置き換わらないだろう、というものだった。

しかしそれは、インターネットの検索エンジンが登場したころには、違う見解になっていた。なぜなら、た

とえば「ペット 宿泊　ホテル」というキーワードで検索して表示されるコンテンツ並びは、「ペットと泊まれ

るホテル」という出版物と本質的に近いと思ったからだ。つまり、編集が「情報を知識に変える方法論」だ

とするならば、その工程の一部がデジタル化されたと思えた。いまやホテルに限らず多くの情報がデジタ

ル化され、ユーザーの「編集指示」を待っている状態だ。

今号で紹介している最新の検索サービスは、その検索手法が高度化しており、その検索対象も大きく

拡大されつつある。日本の編集のオーソリティーである松岡氏も、「編集なき検索は検索ではない」とイ

ンタビューで語っておられる。つまり、検索は編集と密接な関係にあり、情報の質を高めていくための

キーソリューションとなり得るのだ。思うに、ブログ、RSS、高度検索などが作り出す流れは、「発信者と

受信者の境界」を曖昧にするものであり、同時に「編集」という作業がデジタル化（オープン化）され始め

た兆候だろう。この事態は、私たち編集者には「いよいよ自分のお尻にも火が着いた」ということだが、

読者にはこの上ない朗報ではないだろうか。
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